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(57)【要約】
【課題】調整用の画像を表示しなくともフリッカーの発
生を抑えられるようにする。
【解決手段】光センサー７１は、表示パネル１０の明る
さを検知する。制御回路５２は、光センサー７１から出
力される信号S1から表示パネル１０の明るさを検知し、
コンデンサー７２で信号S1の直流成分をカットした信号
から画素が正極性電圧を保持している時の実効電圧と負
極性電圧を保持している時の実効電圧に差を得る。制御
回路５２は、実効電圧の差が閾値以上となると、実効電
圧の差が小さくなるように対向電極に印加する電圧を制
御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査線と複数のデータ線との交差に対応してそれぞれ設けられ、各々は、前記走
査線が選択されたときに、前記データ線に供給されたデータ信号の電圧に応じた階調とな
る画素を備えた表示領域を有し、該画素は、前記データ信号が印加される画素電極と、前
記画素電極に対向する対向電極と、前記画素電極と前記対向電極との間に電気光学材料を
狭持する電気光学装置であって、
　前記画素の階調に応じた電圧であって所定の電位を基準として高位である正極性の電圧
を前記データ信号として当該画素に対応するデータ線に供給する正極性フィールドと、前
記画素の階調に応じた電圧であって所定の電位を基準として低位である負極性の電圧を前
記データ信号として当該画素に対応するデータ線に供給する負極性フィールドのそれぞれ
において、前記複数の走査線を所定の順番で選択する走査線駆動回路と、
　前記正極性フィールドで一の走査線が選択された場合に、当該一の走査線に位置する画
素に対し、当該画素の階調に応じた電圧を前記データ信号として当該画素に対応するデー
タ線に供給し、前記負極性フィールドで前記一の走査線が選択された場合に、前記一の走
査線に位置する画素に対し、当該画素の階調に応じた電圧を前記データ信号として当該画
素に対応するデータ線に供給するデータ線駆動回路と、
　前記表示領域の明るさを検知して該明るさを表す信号を生成し、当該信号の直流成分を
表す第１信号と、当該信号の交流成分を表す第２信号を生成する検出回路と、
　前記検出回路が生成した第２信号の波形の波高が、前記検出回路が生成した第１信号に
応じて定まる閾値以上である場合、当該波高が当該閾値未満となるように前記画素に対し
て前記正極性フィールドで印加される電圧の実効電圧と、前記負極性フィールドで印加さ
れる電圧の実効電圧との差を制御する制御回路
　を備えることを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　前記制御回路は、
　前記第１信号に応じて定まる前記閾値を少なくとも３つ有し、
　前記第１信号の値が予め定められた第１設定値未満である場合には、前記閾値を第１閾
値とし、
　前記第１信号の値が前記第１設定値より大きい予め定められた第２設定値未満であり且
つ前記第１設定値以上である場合には、前記閾値を前記第１閾値より大きい第３閾値とし
、
　前記第１信号の値が前記第２設定値以上である場合には、前記閾値を前記第１閾値より
大きく且つ前記第３閾値より小さい第２閾値とすること
　を特徴とする請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項３】
　前記制御回路は、前記第２信号の波高および前記第１信号から前記閾値を定めること
　を特徴とする請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記制御回路は、前記対向電極に印加される電圧を制御することにより、前記画素に対
して前記正極性フィールドで印加される電圧の実効電圧と、前記負極性フィールドで印加
される電圧の実効電圧との差を制御すること
　を特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の電気光学装置。
【請求項５】
　前記制御回路は、前記正極性の電圧の印加時間と前記負極性の電圧の印加時間の比を制
御することにより、前記画素に対して前記正極性フィールドで印加される電圧の実効電圧
と、前記負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差を制御すること
　を特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の電気光学装置。
【請求項６】
　前記制御回路は、前記対向電極に印加される電圧と、前記正極性の電圧の印加時間と前
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記負極性の電圧の印加時間の比を制御することにより、前記画素に対して前記正極性フィ
ールドで印加される電圧の実効電圧と、前記負極性フィールドで印加される電圧の実効電
圧との差を制御すること
　を特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の電気光学装置。
【請求項７】
　複数の走査線と複数のデータ線との交差に対応してそれぞれ設けられ、各々は、前記走
査線が選択されたときに、前記データ線に供給されたデータ信号の電圧に応じた階調とな
る画素を備えた表示領域を有し、該画素は、前記データ信号が印加される画素電極と、前
記画素電極に対向する対向電極と、前記画素電極と前記対向電極との間に電気光学材料を
狭持する電気光学装置の制御方法であって、
　正極性および負極性フィールドのそれぞれにおいて前記複数の走査線を所定の順番で選
択し、
　前記正極性フィールドで一の走査線が選択された場合に、当該一の走査線に位置する画
素に対し、当該画素の階調に応じた電圧であって、所定の電位を基準として高位である正
極性または低位である負極性のいずれか一方の極性の電圧を前記データ信号として当該画
素に対応するデータ線に供給し、
　前記負極性フィールドで前記一の走査線が選択された場合に、前記一の走査線に位置す
る画素に対し、当該画素の階調に応じた電圧であって、前記正極性または前記負極性のい
ずれか他方の極性の電圧を前記データ信号として当該画素に対応するデータ線に供給し、
　前記表示領域の明るさを検知して該明るさを表す信号を生成し、当該信号の直流成分を
表す第１信号と、当該信号の交流成分を表す第２信号を生成し、
　前記第２信号の波形の波高が、前記第１信号に応じて定まる閾値以上である場合、当該
波高が当該閾値未満となるように前記画素に対して前記正極性フィールドで印加される電
圧の実効電圧と、前記負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差を制御するこ
と
　を特徴とする電気光学装置の制御方法。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の電気光学装置を有することを特徴とする電子
機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気光学装置におけるフリッカーの発生を抑える技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置に用いられる液晶素子は、２つの電極で液晶を挟持する構成となっている
が、直流成分が印加されると液晶が劣化してしまう。このため、液晶表示装置では、液晶
素子を交流駆動するのが一般的である。ただし、交流駆動するだけでは、液晶に直流成分
が印加される場合がある。具体的には、液晶表示装置においては、液晶層を挟む画素電極
基板と、共通電極基板は物理的な構造が異なっており、共通電極から見て高位である正極
性電圧が印加された場合と、共通電極から見て低位である負極性電圧が印加された場合と
で、電極と配向膜との界面や配向膜と液晶層などの界面における抵抗値が異なってしまう
。これにより、液晶表示装置においては、正極性電圧の印加時と負極性電圧の印加時とで
液晶層への実効電圧が等しくても電流量が異なることとなり、電荷の移動量に非対象性が
生じる。また、この電流量の非対称性により、液晶内部の電荷に偏りが生じ、電荷の偏り
によって内部電界が発生する。この内部電界の影響により、実際に液晶層に印加される電
圧は駆動電圧の極性によって非対称となり、液晶層に直流電圧成分が印加される。
【０００３】
　液晶層にこの直流成分が印加されるとフリッカーが生じることとなるため、フリッカー
を抑えるために共通電極の電圧を調整する技術がある。例えば特許文献１に開示されてい
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る液晶表示装置は、液晶素子に正極性電圧を印加した時の輝度と負極性電圧を印加した時
の輝度との差に基づいて共通電極の電圧を調整する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１９７９２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に開示された液晶表示装置は、入力される画像が表示されるアクティブエリ
アの外側に光センサーを備えた画素を備えており、共通電極の電圧を調整する際には調整
用の画像を光センサーを備える画素に表示させ、光センサーで画素の輝度を検出する。し
かし、このような構成であると、光センサーを備えた液晶素子をアクティブエリアとは別
に設けることとなり、装置の構造が複雑になる。また、アクティブエリアの表示とは別に
調整用の画像を表示する必要がある。
【０００６】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、その目的の１つは、調整用の画像を
表示しなくともフリッカーの発生を抑えられるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明に係る電気光学装置は、複数の走査線と複数のデー
タ線との交差に対応してそれぞれ設けられ、各々は、前記走査線が選択されたときに、前
記データ線に供給されたデータ信号の電圧に応じた階調となる画素を備えた表示領域を有
し、該画素は、前記データ信号が印加される画素電極と、前記画素電極に対向する対向電
極と、前記画素電極と前記対向電極との間に電気光学材料を狭持する電気光学装置であっ
て、前記画素の階調に応じた電圧であって所定の電位を基準として高位である正極性の電
圧を前記データ信号として当該画素に対応するデータ線に供給する正極性フィールドと、
前記画素の階調に応じた電圧であって所定の電位を基準として低位である負極性の電圧を
前記データ信号として当該画素に対応するデータ線に供給する負極性フィールドのそれぞ
れにおいて、前記複数の走査線を所定の順番で選択する走査線駆動回路と、前記正極性フ
ィールドで一の走査線が選択された場合に、当該一の走査線に位置する画素に対し、当該
画素の階調に応じた電圧を前記データ信号として当該画素に対応するデータ線に供給し、
前記負極性フィールドで前記一の走査線が選択された場合に、前記一の走査線に位置する
画素に対し、当該画素の階調に応じた電圧を前記データ信号として当該画素に対応するデ
ータ線に供給するデータ線駆動回路と、前記表示領域の明るさを検知して該明るさを表す
信号を生成し、当該信号の直流成分を表す第１信号と、当該信号の交流成分を表す第２信
号を生成する検出回路と、前記検出回路が生成した第２信号の波形の波高が、前記検出回
路が生成した第１信号に応じて定まる閾値以上である場合、当該波高が当該閾値未満とな
るように前記画素に対して前記正極性フィールドで印加される電圧の実効電圧と、前記負
極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差を制御する制御回路を備えることを特
徴とする。
　本発明によれば、正極性フィールドで印加される電圧の実効電圧と負極性フィールドで
印加される電圧の実効電圧との差に応じて変化する表示領域の明るさから、正極性フィー
ルドで印加される電圧の実効電圧と負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差
が検知される。また、実効電圧の差が閾値未満となるように正極性フィールドで印加され
る電圧の実効電圧と、前記負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差が調整さ
れるので、調整の為だけに使用する画像を表示領域に表示しなくともフリッカーの発生を
抑えることができる。
【０００８】
　本発明においては、前記制御回路は、前記第１信号に応じて定まる前記閾値を少なくと
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も３つ有し、前記第１信号の値が予め定められた第１設定値未満である場合には、前記閾
値を第１閾値とし、前記第１信号の値が前記第１設定値より大きい予め定められた第２設
定値未満であり且つ前記第１設定値以上である場合には、前記閾値を前記第１閾値より大
きい第３閾値とし、前記第１信号の値が前記第２設定値以上である場合には、前記閾値を
前記第１閾値より大きく且つ前記第３閾値より小さい第２閾値とする構成としてもよい。
　この構成によれば、表示領域の明るさに応じてより適切に閾値を定めることが可能とな
り、実効電圧の差が閾値未満となるように正極性フィールドで印加される電圧の実効電圧
と、負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差を調整してフリッカーの発生を
抑えることができる。
【０００９】
　本発明においては、前記制御回路は、前記第２信号の波高および前記第１信号から前記
閾値を定める構成としてもよい。
　この構成によれば、より適切に閾値を定めることが可能となり、実効電圧の差が閾値未
満となるように正極性フィールドで印加される電圧の実効電圧と、負極性フィールドで印
加される電圧の実効電圧との差を調整してフリッカーの発生を抑えることができる。
【００１０】
　また本発明においては、前記制御回路は、前記対向電極に印加される電圧を制御するこ
とにより、前記画素に対して前記正極性フィールドで印加される電圧の実効電圧と、前記
負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差を制御する構成としてもよい。
　この構成によれば、対向電極の電位を調整することにより、正極性フィールドで印加さ
れる電圧の実効電圧と、負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差が調整され
、フリッカーの発生を抑えることができる。
【００１１】
　また本発明においては、前記制御回路は、前記正極性の電圧の印加時間と前記負極性の
電圧の印加時間の比を制御することにより、前記画素に対して前記正極性フィールドで印
加される電圧の実効電圧と、前記負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差を
制御する構成としてもよい。
　この構成によれば、印加時間の比を調整することにより、正極性フィールドで印加され
る電圧の実効電圧と、負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との差が調整され、
フリッカーの発生を抑えることができる。
【００１２】
　また本発明においては、前記制御回路は、前記対向電極に印加される電圧と、前記正極
性の電圧の印加時間と前記負極性の電圧の印加時間の比を制御することにより、前記画素
に対して前記正極性フィールドで印加される電圧の実効電圧と、前記負極性フィールドで
印加される電圧の実効電圧との差を制御する構成としてもよい。
　この構成によれば、対向電極の電位と印加時間比を調整することにより、正極性フィー
ルドで印加される電圧の実効電圧と、負極性フィールドで印加される電圧の実効電圧との
差が調整され、フリッカーの発生を抑えることができる。
【００１３】
　なお、本発明は、電気光学装置のみならず、電気光学装置の制御方法としても、当該電
気光学装置を有する電子機器としても概念することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】電気光学装置１の構成を示すブロック図。
【図２】電気光学装置１の表示パネル１０の構成を示した図。
【図３】表示パネル１０における画素１１０の構成を示した図。
【図４】走査線駆動回路１３０の動作を示す図。
【図５】表示パネル１０におけるデータ信号の電圧波形例を示す図。
【図６】表示パネル１０におけるデータ信号の電圧波形例を示す図。
【図７】表示領域における画素の書き込みの推移を示す図。



(6) JP 2012-220632 A 2012.11.12

10

20

30

40

50

【図８】表示パネル１０の特性を示した図。
【図９】液晶への印加電圧と透過率との関係を示した図。
【図１０】表示パネル１０の明るさと電圧差ＡＣとの関係を示した図。
【図１１】表示パネル１０の明るさと電圧ＤＣ、電圧差ＡＣとの関係を示した図。
【図１２】制御回路５２の処理の流れを示すフローチャート。
【図１３】走査線駆動回路１３０の動作を示す図。
【図１４】表示領域における画素の書き込みの推移を示す図。
【図１５】走査線駆動回路１３０の動作を示す図。
【図１６】表示領域における画素の書き込みの推移を示す図。
【図１７】制御回路５２の処理の流れを示すフローチャート。
【図１８】制御回路５２の処理の流れを示すフローチャート。
【図１９】実施形態に係る電気光学装置を用いたプロジェクターの構成を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
［第１実施形態］
　図１は、本発明の第１実施形態に係る電気光学装置１の構成を示したブロック図である
。図１に示したように、電気光学装置１は、表示パネル１０と処理回路５０と検出回路７
０とに大別される。このうち、表示パネル１０の動作等を制御する回路モジュールである
処理回路５０は、制御回路５２、表示データ処理回路５４、および、Ｄ／Ａ変換回路５６
を含み、例えばＦＰＣ（flexible printed circuit）基板によって表示パネル１０に接続
される。また、検出回路７０は、光センサー７１とコンデンサー７２とＡ／Ｄ変換回路７
３を含む。なお、電気光学装置１は、液晶を用いて画像の表示を行う液晶装置の一例であ
る。
【００１６】
　制御回路５２は、外部上位装置（図示省略）から供給される同期信号Vsyncに同期して
表示パネル１０を制御するための各種の制御信号を生成する。なお、これらの制御信号に
ついては適宜後述するものとする。また、制御回路５２は、各種の制御信号を生成すると
ともに、表示データ処理回路５４を制御する。
【００１７】
　表示データ処理回路５４は、外部上位装置から供給される表示データVideoを、制御回
路５２による制御にしたがって、一旦内部メモリ（図示省略）に記憶した後、表示パネル
１０の駆動に同期して読み出すものである。なお、表示データVideoは、表示パネル１０
における画素の階調を指定するデータであり、特に波形については図示しないが、周期１
６．７ミリ秒（周波数６０Ｈｚ）で１フレーム分（表示パネル１０の全画素分）を供給す
る。また、Ｄ／Ａ変換回路５６は、制御回路５２による制御にしたがって、読み出された
表示データを、アナログのデータ信号Vidに変換するものである。
【００１８】
　次に、表示パネル１０について説明する。図２は、表示パネル１０の構成を示す図であ
る。この図に示されるように、表示パネル１０は、表示領域１００の周辺に走査線駆動回
路１３０およびデータ線駆動回路１４０を内蔵した周辺回路内蔵型となっている。表示領
域１００では、４８０行の走査線１１２が行（Ｘ）方向に延在するように設けられ、また
、６４０列のデータ線１１４が列（Ｙ）方向に延在するように、かつ、各走査線１１２と
互いに電気的に絶縁を保つように設けられ、さらに、４８０行の走査線１１２と６４０列
のデータ線１１４との交差に対応して、画素１１０がそれぞれ配列している。したがって
、本実施形態では、表示領域１００において画素１１０が縦４８０行×横６４０列でマト
リクス状に配列することになるが、本発明をこの配列に限定する趣旨ではない。
【００１９】
　画素１１０の構成について図３を参照して説明する。図３は、ｉ行及びこれと１行下で
隣り合う（ｉ＋１）行と、ｊ列及びこれと１列右で隣り合う（ｊ＋１）列との交差に対応
する２×２の計４画素分の構成を示している。なお、ｉ、（ｉ＋１）は、画素１１０が配
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列する行を一般的に示す場合の記号であって、この説明では、１以上４８０以下の整数で
ある。また、ｊ、（ｊ＋１）は、画素１１０が配列する列を一般的に示す場合の記号であ
って、１以上６４０以下の整数である。
【００２０】
　図３に示されるように、各画素１１０は、ｎチャネル型のＴＦＴ１１６と液晶容量１２
０とを含む。ここで、各画素１１０については互いに同一構成なので、ｉ行ｊ列に位置す
る画素で代表させて説明すると、当該ｉ行ｊ列の画素１１０におけるＴＦＴ１１６のゲー
ト電極はｉ行目の走査線１１２に接続される一方、そのソース電極はｊ列目のデータ線１
１４に接続され、そのドレイン電極は液晶容量１２０の一端である画素電極１１８に接続
されている。また、液晶容量１２０の他端は、対向電極１０８に接続されている。この対
向電極１０８は、全ての画素１１０にわたって共通であって、電圧LCcomが印加されてい
る。
【００２１】
　この表示パネル１０は、特に図示しないが、素子基板と対向基板との一対の基板が一定
の間隙を保って貼り合わせられるとともに、この間隙に液晶が封止された構成となってい
る。このうち、素子基板には、走査線１１２や、データ線１１４、ＴＦＴ１１６および画
素電極１１８が走査線駆動回路１３０やデータ線駆動回路１４０とともに形成される一方
、対向基板に対向電極１０８が形成されて、これらの電極形成面が互いに対向するように
一定の間隙を保って貼り合わせられている。このため、本実施形態において液晶容量１２
０は、画素電極１１８と対向電極１０８とが電気光学材料の一例である液晶１０５を挟持
することによって構成されることになる。
　なお、本実施形態では、液晶容量１２０において保持される電圧実効値がゼロに近けれ
ば、液晶容量を通過する光の透過率が最大となって白色表示になる一方、電圧実効値が大
きくなるにつれて透過する光量が減少して、ついには透過率が最小の黒色表示になるノー
マリーホワイトモードに設定されている。
【００２２】
　この構成において、走査線１１２に選択電圧を印加し、ＴＦＴ１１６をオン（導通）さ
せるとともに、画素電極１１８に、データ線１１４およびオン状態のＴＦＴ１１６を介し
て、階調（明るさ）に応じた電圧のデータ信号を供給すると、選択電圧を印加した走査線
１１２とデータ信号を供給したデータ線１１４との交差に対応する液晶容量１２０に、階
調に応じた電圧実効値を保持させることができる。したがって、液晶容量１２０を透過す
る光は、画素毎に異ならせることが可能であり、これにより、表示領域１００において画
像が形成される。なお、形成された画像は、使用者に直視され、または、後述するプロジ
ェクターのように拡大投射されて視認される。
【００２３】
　なお、走査線１１２が非選択電圧になると、ＴＦＴ１１６がオフ（非導通）状態となる
が、このときのオフ抵抗が理想的に無限大とはならないので、液晶容量１２０に蓄積され
た電荷が少なからずリークする。このオフリークの影響を少なくするために、蓄積容量１
０９が画素毎に形成されている。この蓄積容量１０９の一端は、画素電極１１８（ＴＦＴ
１１６のドレイン）に接続される一方、その他端は、全画素にわたって容量線１０７に共
通接続されている。この容量線１０７は、時間的に一定の電位、例えば対向電極１０８と
同じ電圧LCcomに保たれている。
【００２４】
　走査線駆動回路１３０は、走査信号G1、G2、G3、・・・、G480を、それぞれ１、２、３
、・・・、４８０行目の走査線１１２に供給するものである。ここで、走査線駆動回路１
３０は、選択した走査線への走査信号を電圧Vddに相当するＨレベルとし、それ以外の走
査線への走査信号を非選択電圧（接地電位Gnd）に相当するＬレベルとする。
【００２５】
　図４は、走査線駆動回路１３０により出力される走査信号G1～G480を、スタートパルス
Dya、Dybとクロック信号Clyとの関係において示すタイミングチャートである。この図に
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示されるように、１フレームの期間において走査線１１２は、それぞれ２回選択される。
ここで、フレームとは、１枚の画像を表示パネル１０に表示させるのに要する期間をいう
が、表示データVideoは、上述したように周期１６．７ミリ秒で供給されるので、１フレ
ームとは、この周期の１６．７ミリ秒と一致する。
　制御回路５２は、デューティ比が５０％のクロック信号Clyを、１フレームの期間にわ
たって走査線数に等しい４８０周期分出力する。なお、図４においては、クロック信号Cl
yの１周期分の期間をＨと表記している。また、制御回路５２は、クロック信号Clyの１周
期分のパルス幅を有するスタートパルスDya、Dybを、それぞれクロック信号ClyがＨレベ
ルの立ち上がり時において、それぞれ次のように出力する。すなわち、制御回路５２は、
スタートパルスDyaを１フレームの期間の最初（すなわち第１フィールドの最初）に出力
する一方、スタートパルスDybを、スタートパルスDybを出力してからクロック信号Clyの
２４０周期分を出力した（すなわち、１フレームの半分期間が経過した）タイミングＴで
出力する。ただし、制御回路５２は、後述するように、スタートパルスDybをタイミング
Ｔに対し、クロック信号Clyの周期を単位とした分だけ時間的に前方側または後方側に出
力する場合がある。
【００２６】
　なお、１フレームの期間のうち、スタートパルスDyaが出力されてからスタートパルスD
ybが出力されるまでの期間を第１フィールドとし、スタートパルスDybが出力されてから
次のスタートパルスDyaが出力されるまでの期間を第２フィールドとしている。
　ここで、スタートパルスDya、Dybは交互に出力され、このうち、スタートパルスDyaは
、１フレームの開始タイミング、すなわち１６．７ミリ秒毎に出力される。このため、ス
タートパルスDyaを特定すると、必然的にスタートパルスDybも特定できるので、図１、図
２等においては、特に両者を区別することなく、スタートパルスDyとして表記している場
合がある。
【００２７】
　走査線駆動回路１３０は、このようなスタートパルスDya、Dybおよびクロック信号Cly
から、図４に示される走査信号G1～G480を出力する。すなわち、走査線駆動回路１３０は
、走査信号G1～G480について、スタートパルスDyaが供給されると、クロック信号ClyがＬ
レベルの期間において順次Ｈレベルとさせる一方、スタートパルスDybが供給されると、
クロック信号ClyがＨレベルの期間において順次Ｈレベルとさせる。
　このため、スタートパルスDyaの供給によって走査線は、あるフレームの第１フィール
ドから第２フィールドまでにわたって画面下方向にむかって１、２、３、４、・・・、４
８０行目の順番で、クロック信号Clyの半周期の期間をおいて選択される。
　一方、スタートパルスDybの供給によって走査線は、あるフレームの第２フィールドか
ら次フレームの第１フィールドまでにわたって画面下方向にむかって１、２、３、４、・
・・、４８０行目の順番で、スタートパルスDyaの供給を契機とする選択の合間にて選択
されることになる。
【００２８】
　データ線駆動回路１４０は、サンプリング信号出力回路１４２と、各データ線１１４に
それぞれ対応して設けられたｎチャネル型のＴＦＴ１４６とによって構成される。サンプ
リング信号出力回路１４２は、制御回路５２による制御信号Ctrl-xにしたがって図５や図
６に示されるように、いずれかの走査線１１２が選択され当該走査線に供給される走査信
号がＨレベルとなる期間に、順次排他的にＨレベルとなるサンプリング信号S1、S2、S3、
・・・、S640を、データ線１１４の各々に対応するように出力するものである。なお、制
御信号Ctrl-xとは、実際にはスタートパルスやクロック信号であるが、本発明では直接関
係しないので、説明を省略している。また、走査信号がＨレベルとなる期間は、実際には
図５や図６に示されるように、クロック信号Clyの半分周期の期間よりも若干狭められて
いる。
【００２９】
　ところで、図１におけるＤ／Ａ変換回路５６は、走査線駆動回路１３０により選択され
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た走査線１１２に位置する画素１行分の表示データVideoを、サンプリング信号出力回路
１４２によるサンプリング信号S1～S640の出力に合わせて次のような極性のデータ信号Vi
dに変換する。すなわち、Ｄ／Ａ変換回路５６は、クロック信号ClyがＬレベルのときに選
択された行に位置する画素のデータ信号Vidについては正極性に、クロック信号ClyがＨレ
ベルのときに選択された行に位置する画素のデータ信号Vidについては負極性に、それぞ
れ変換する。なお、正極性とは、画素電極１１８への印加電圧を対向電極１０８への印加
電圧よりも高位側とする場合をいい、負極性とは、画素電極１１８への印加電圧を対向電
極１０８への印加電圧よりも低位側とする場合をいう。
【００３０】
　次に、スタートパルスDybの出力タイミングについて説明する。制御回路５２は、スタ
ートパルスDybの出力タイミングを制御する。制御回路５２は、スタートパルスDybの出力
タイミングを指定するための値を格納するレジスターを有しており、レジスターに格納さ
れた値に応じてスタートパルスDybの出力タイミングを変更する。
【００３１】
　まず、制御回路５２は、外部上位装置から供給される表示データVideoを、表示データ
処理回路５４の内部メモリに記憶させた後、表示パネル１０においてある行の走査線を選
択するとき、当該行の表示データを記憶速度の倍の速度で読み出すとともに、表示データ
の読み出しに合わせて、サンプリング信号S1～S640が順番にＨレベルとなるように、制御
信号Ctrl-xを介してサンプリング信号出力回路１４２を制御する。なお、読み出された表
示データは、Ｄ／Ａ変換回路５６によって、アナログのデータ信号Vidに変換される。
【００３２】
　ここで、制御回路５２は、レジスターに格納されている値が「０」であると、タイミン
グＴにおいてスタートパルスDybを供給する。制御回路５２は、タイミングＴにおいてス
タートパルスDybを供給する場合、第１フィールドにおいて、走査線１１２が２４１、１
、２４２、２、２４３、３、・・・、４８０、２４０行目という順番で選択される。この
ため、制御回路５２は、はじめに２４１行目の走査線１１２が選択されるように、走査線
駆動回路１３０を制御する。また、制御回路５２は、表示データ処理回路５４に対し、メ
モリに記憶された２４１行目に相当する表示データVideoを倍速で読み出させ、Ｄ／Ａ変
換回路５６に対し、負極性のデータ信号Vidに変換するように制御するとともに、この読
み出しに合わせて、サンプリング信号S1～S640がこの順番で排他的にＨレベルとなるよう
にサンプリング信号出力回路１４２を制御する。サンプリング信号S1～S640が順番にＨレ
ベルになると、ＴＦＴ１４６が順番にオンして画像信号線１７１に供給されたデータ信号
Vidが１～６４０列目のデータ線１１４に順番にサンプリングされる。
　一方、２４１行目の走査線１１２が選択されて走査信号G241がＨレベルになると、２４
１行目に位置する画素１１０におけるＴＦＴ１１６がすべてオンする。このため、データ
線１１４にサンプリングされたデータ信号Vidの負極性電圧がそのまま画素電極１１８に
印加される。このため、２４１行目であって１、２、３、４、・・・、６３９、６４０列
の画素における液晶容量１２０には、表示データVideoで指定された階調に応じた負極性
電圧が書き込まれて、保持されることになる。
【００３３】
　次に、制御回路５２は、１行目の走査線１１２が選択されるように、走査線駆動回路１
３０を制御する。また、制御回路５２は、表示データ処理回路５４に対し、メモリに記憶
された１行目に相当する表示データVideoを倍速で読み出させ、Ｄ／Ａ変換回路５６に対
し、正極性のデータ信号Vidに変換するように制御するとともに、この読み出しに合わせ
て、サンプリング信号S1～S640がこの順番で排他的にＨレベルとなるようにサンプリング
信号出力回路１４２を制御する。
　１行目の走査線１１２が選択されて走査信号G1がＨレベルになると、１行目に位置する
画素１１０におけるＴＦＴ１１６がすべてオンし、これにより、データ線１１４にサンプ
リングされたデータ信号Vidの電圧が画素電極１１８に印加される。このため、１行目で
あって１～６４０列の画素における液晶容量１２０には、表示データVideoで指定された
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階調に応じた正極性の電圧が書き込まれて、保持されることになる。
【００３４】
　以下、第１フィールドにおいては、同様な電圧書込の動作が、２４２、２、２４３、３
、・・・、４８０、２４０行目という順番で実行される。これにより、１～２４０行目の
画素に対しては階調に応じた正極性電圧が書き込まれ、２４１～４８０行目の画素に対し
ては階調に応じた負極性電圧が書き込まれて、それぞれ保持されることになる。
　なお、タイミングＴにおいてスタートパルスDybが供給される場合であれば、第２フィ
ールドにおいて、走査線１１２が１、２４１、２、２４２、３、２４３、４、２４４、・
・・、２４０、４８０行目という順番で選択されるともに、同一行における書込極性が反
転される。このため、１～２４０行目の画素に対しては階調に応じた負極性電圧が書き込
まれ、２４１～４８０行目の画素に対しては階調に応じた正極性電圧が書き込まれて、そ
れぞれ保持されることになる。
【００３５】
　図５には、第１フィールドにおける（ｉ＋２４０）行目の走査線とｉ行目の走査線とが
選択される期間におけるデータ信号Vidの電圧波形の一例が示されている。
　この図において、電圧Vb(+)、Vb(-)は、それぞれ最低階調の黒色に相当する正極性、負
極性電圧であり、基準電圧Vcを中心に対称の関係にある。基準電圧Vcは、データ信号Vid
の振幅中心であり、電圧Vb(+)、Vb(-)の中間の電圧である。なお、本実施形態においては
、特に説明のない限り、接地電位Gndを電圧の基準としている。表示データVideoで指定さ
れる階調値の十進値が「０」のときに最低階調の黒色を指定し、以後当該十進値が大きく
なるにつれて明るい階調を指定する場合、本実施形態はノーマリーホワイトモードである
から、データ信号Vidの電圧は、正極性に変換する場合であれば、階調値が大きくなるに
つれて電圧Vb(+)から低位側に振られた電圧となり、負極性に変換する場合であれば、電
圧Vb(-)から高位側に振られた電圧となる。
【００３６】
　第１フィールドでは、ｉ行目よりも先に（ｉ＋２４０）行目の走査線が選択されるので
、走査信号G(i+240)がＨレベルになる期間のうち、例えばサンプリング信号S1がＨレベル
になる期間に、データ信号Vidは、ｉ行１列の画素の階調に応じた負極性電圧となり、以
降、サンプリング信号の変化に合わせて、２、３、４、・・・、６４０列目の画素の階調
に応じた負極性電圧に変化する。
　続いて選択されるｉ行目では、正極性書込が指定されるので、走査信号GiがＨレベルに
なる期間のうち、例えばサンプリング信号S1がＨレベルになる期間に、データ信号Vidは
、ｉ行１列の画素の階調に応じた正極性電圧となり、以降、サンプリング信号の変化に合
わせて、２、３、４、・・・、６４０列の画素の階調に応じた正極性電圧に変化する。
　なお、第２フィールドでは、ｉ行目よりも後に（ｉ＋２４０）行目の走査線が選択され
るので、走査信号Giが先にＨレベルになるとともに、書込極性が反転するので、データ信
号Vidの電圧波形は図６に示される通りとなる。
　図５および図６においてデータ信号Vidの電圧を示す縦スケールは、便宜的に他の信号
における縦スケールよりも拡大してある。また、サンプリング信号S640がＬレベルに変化
してからサンプリング信号S1がＨレベルに変化するまでの期間にわたって黒色に相当する
電圧となっているが、その理由は、タイミングずれなどの理由により誤って画素に書き込
まれても、表示に寄与させないためである。
【００３７】
　次に図７は、スタートパルスDybがタイミングＴで供給される場合において、各行の書
込状態を連続するフレームにわたった時間経過とともに示す図である。この図に示される
ように、本実施形態では、第１フィールドにおいて２４１、２４２、２４３、・・・、４
８０行目の画素では負極性の書き込みがなされ、１、２、３、・・・、２４０行目の画素
では正極性の書き込みがなされて、次の書き込みまで保持される。一方、第２フィールド
において１、２、３、・・・、２４０行目の画素では負極性の書き込みがなされ、２４１
、２４２、２４３、・・・、４８０行目の画素では正極性の書き込みがなされて、同様に
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次の書き込みまで保持される。
　レジスターの値が「０」であり、スタートパルスDybがタイミングＴで供給される場合
、第１および第２フィールドの期間は、クロック信号Clyの２４０周期分であるから、各
画素において液晶容量１２０に正極性電圧が保持される期間と負極性電圧が保持される期
間とは半分ずつとなる。
【００３８】
　ところで、対向電極１０８に印加される電圧LCcomは、図５に示されるように、工場出
荷時において、基準電圧Vcよりも低位側に設定される。これは、画素電極をＴＦＴで駆動
するアクティブマトリクス型の電気光学装置では、いわゆるプッシュダウンが発生するこ
とや、液晶容量のリークが正極性の電圧を保持する場合と負極性の電圧を保持する場合と
で異なることなどによる。
　仮に電圧LCcomを基準電圧Vcと一致させた場合、負極性書込による液晶容量１２０の電
圧実効値が、正極性書込による実効値よりも若干大きくなってしまう（ＴＦＴ１１６がｎ
チャネルの場合）ので、この差が相殺されるような最適値に、電圧LCcomを基準電圧Vcよ
りも低位側にオフセットして設定しているのである。
【００３９】
　本実施形態において、スタートパルスDybがタイミングＴで供給される場合、第１およ
び第２フィールドの期間は互いに等しく、各画素において液晶容量１２０に正極性電圧が
保持される期間と負極性電圧が保持される期間とはフレームの期間の半分ずつとなるので
、液晶容量１２０には直流成分が印加されないはずである。しかしながら、経年変化など
によりＴＦＴのプッシュダウン量や、液晶容量におけるリーク量が工場出荷時から変化し
たとき、電圧LCcomは、もはや最適値ではなくなり、液晶容量１２０に直流成分が印加さ
れ、正極性電圧を保持している時の実効電圧と、負極性電圧を保持している時の実効電圧
とに差が生じ、フリッカーが発生することになる。
　また、表示パネル１０は、個々に特性が異なり、レジスターの値を０にしても、一定時
間が経過するとフリッカーを最小にする電圧LCcomを増やす必要があるパネルと、フリッ
カーを最小にする電圧LCcomを減らす必要があるパネルとがある。この場合、レジスター
の値を０にしても、フリッカーが発生することになる。
【００４０】
　ここで図８は、レジスターの値と、レジスターの値に基づいて電圧を印加して一定時間
経過した後に生じるフリッカーについて、フリッカー量を最小にする電圧LCcomの変化量
を表した図である。この図において横軸はレジスターの値を表し、レジスターの値が正の
場合には正極性電圧の保持期間が長く、レジスターの値が負の場合には負極性電圧の保持
期間が長いことを示している。また、縦軸は、一定時間経過した後に、どれだけ電圧LCco
mを変更するとフリッカーを最小にするかを表している。図８の（１）のパネルは、レジ
スターの値が０の時において一定時間が経過した後にフリッカーを最小にするには、電圧
LCcomを増やす必要のあるパネルである。図８の（２）のパネルは、レジスターの値が０
の時において一定時間が経過した後にフリッカーを最小にするには、電圧LCcomを減らす
必要のあるパネルである。
【００４１】
　制御回路５２は、実効電圧の差が予め定められた閾値以上となった場合、実効電圧の差
が小さくなるように対向電極１０８に印加する電圧LCcomを制御する。この制御を行うの
は、画素が正極性電圧を保持している時の実効電圧と、負極性電圧を保持している時の実
効電圧との差が大きくなるにつれて画素の明るさの差が大きくなり、この差がフリッカー
として知覚されるようになるためである。
【００４２】
　電気光学装置１は、この制御を行うために検出回路７０を備えている。検出回路７０の
光センサー７１は、表示パネル１０の明るさを検知するセンサーである。光センサー７１
は、フォトダイオードを有しており、フォトダイオードに光が入射すると、フォトダイオ
ードに流れる電流の変化を電流－電圧変換回路により電圧の変化に変換し、表示パネル１
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０の明るさを示すアナログの信号S1をＡ／Ｄ変換回路７３とコンデンサー７２へ供給する
。本実施形態においては、光センサー７１から出力される信号S1は、電圧値によって表示
パネル１０の明るさを表しており、検知した明るさに応じて電圧が変化する。コンデンサ
ー７２は、信号S1の直流成分をカットする。コンデンサー７２により直流成分がカットさ
れた信号S2、即ち信号S1の交流成分を表す信号S2は、Ａ／Ｄ変換回路７３に供給される。
Ａ／Ｄ変換回路７３は、供給されるアナログの信号S1をデジタル信号である信号S11（第
１信号）に変換し、信号S11を制御回路５２へ供給する。またＡ／Ｄ変換回路７３は、供
給されるアナログの信号S2をデジタル信号である信号S12（第２信号）に変換し、信号S12
を制御回路５２へ供給する。
【００４３】
　画素が正極性電圧を保持している時の実効電圧と負極性電圧を保持している時の実効電
圧に差が無い場合、表示パネル１０が同じ画像を表示していれば、信号S1の電圧は一定と
なる。一方、上述したように液晶に直流成分が印加され、画素が正極性電圧を保持してい
る時の実効電圧と負極性電圧を保持している時の実効電圧に差が生じると、画素において
は、この差に応じて明るさに差が生じる。画素の明るさに差が生じるようになると、表示
パネル１０全体においても、画素が正極性電圧を保持している時と負極性電圧を保持して
いる時とで明るさに差が生じる。これにより信号S1の電圧は、画素が正極性電圧を保持し
ている時と負極性電圧を保持している時とで異なり、信号S11が表す電圧値と信号S12が表
す電圧値も画素が正極性電圧を保持している時と負極性電圧を保持している時とで異なる
こととなる。なお、画素が負極性電圧を保持している時の明るさと負極性電圧を保持して
いる時の明るさの差は、実効電圧の差に対応するため、例えば１フレームの間において得
られた信号S12の最大値と最小値の差は、画素が正極性電圧を保持している時の実効電圧
と、負極性電圧を保持している時の実効電圧との差に対応することとなる。
【００４４】
　また、交流成分がカットされる前の信号S1は、表示パネル１０が暗ければ電圧値が低く
、明るくなるにつれて電圧値が高くなる。このため、信号S11が表す電圧値は表示パネル
１０の明るさを表すこととなる。なお、表示パネル１０の明るさは表示している画像に応
じて変化し、黒の画素が多ければ暗く、中間調の画素や白の画素が多くなるにつれて明る
くなるため、信号S1は、表示パネル１０の明るさを示していると共に、表示している画像
の内容を示しているともいえる。
【００４５】
　制御回路５２は、スタートパルスDyを契機にして予め定められたｎフレーム（ｎは１以
上の整数）の間に供給された信号S11が表す電圧値の平均値を求め、求めた平均値を表示
パネル１０の明るさを表す電圧ＤＣとする。また、制御回路５２は、スタートパルスDyを
契機にして予め定められたｎフレーム（ｎは１以上の整数）の間に供給された信号S12に
ついて、信号S12が表す電圧値の最大値と最小値との差（信号S12の波形の波高）を求め、
求めた差（波高）を電圧差ＡＣとする。
【００４６】
　なお、電圧差ＡＣは、実効電圧の差に応じて値が変化するが、画素に印加される実効電
圧の差が同程度であっても、電圧差ＡＣは画素の階調によって異なる。図９は、液晶１０
５の印加電圧（Ｖ）と透過率（Ｔ）との関係を示した図である。本実施形態では、液晶１
０５をノーマリーホワイトモードとしているので、図９に示されるような特性で表される
。画素１１０を、データ信号Vidで指定された階調レベルに応じた透過率とさせるには、
当該階調レベルに応じた電圧を、該液晶に印加すれば良いはずである。しかしながら、液
晶に直流成分が印加されていると、負極性電圧を印加した時と正極性電圧を印加した時と
で液晶に作用する電圧は異なる。
【００４７】
　例えば画素電極１１８に電圧V1を印加しても、液晶に直流成分が印加されていると、液
晶に作用する電圧は、正極性電圧を印加した時と負極性電圧を印加した時とで電圧V11と
電圧V12となる。中間階調においては、液晶に印加する電圧が変化すると透過率の変化も
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大きいため、液晶に電圧V11が印加された時の透過率と、液晶に電圧V12が印加された時の
透過率との差が大きく、透過率の差（画素の明るさの差）は図９に示したようにΔC1とな
る。
　一方、例えば画素電極１１８に画素を白にする電圧V2を印加すると、液晶に同じ直流成
分が印加されていても、液晶に作用する電圧は、正極性電圧を印加した時と負極性電圧を
印加した時とで電圧V21と電圧V22となる。ここで、電圧V21と電圧V22との電圧差と、電圧
V11と電圧V12との電圧差は同じであるものの、透過率が最大に近い範囲においては、液晶
に作用する電圧が変化しても透過率の変化は小さいため、液晶に電圧V21が印加された時
の透過率と液晶に電圧V22が印加された時の透過率との差が小さく、透過率の差（画素の
明るさの差）はΔC1より小さいΔC2となる。
　このように正極性電圧印加時と負極性電圧印加時とで液晶に作用する電圧の差が同程度
であっても画素の明るさの差は異なるため、表示パネル１０全体においても表示している
画像の内容によって明るさの差が異なり、電圧差ＡＣも、明るい画像を表示している時と
暗い画像を表示している時とで異なることとなる。
【００４８】
　図１０は、実効電圧の差が既定値に達した時の電圧差ＡＣを画像の内容毎に示したもの
である。また、図１１は、表示領域１００の全ての画素の階調を同一の階調とした画像を
表示した場合における、表示パネル１０の明るさと電圧ＤＣとの関係、および実効電圧の
差が既定値に達した時の表示パネル１０の明るさと電圧差ＡＣとの関係を示した図である
。
　実効電圧の差が同じであっても、暗い画像を表示パネル１０が表示している場合、図１
１に示したように電圧差ＡＣは小さくなる。また明るい画像を表示パネル１０が表示して
いる場合も、図１１に示したように電圧差ＡＣは小さくなる。また、中間調の画像を表示
パネル１０が表示している場合、図１１に示したように電圧差ＡＣは大きくなる。
【００４９】
　本実施形態においては、電圧差ＡＣが実効電圧の差に応じて変化するため、電圧差ＡＣ
が閾値以上となった場合に実効電圧差が既定値以上となったと判断して電圧LCcomを制御
する。しかし電圧差ＡＣは実効電圧差が同じであっても上述したように表示パネル１０の
明るさによって異なるため、閾値が一つの場合には、電圧差ＡＣから実効電圧の差が閾値
以上となったか否かを判断できない。
　そこで本実施形態においては、図１０に示したように、電圧ＤＣの範囲を明るさが大の
画像（白の画素が多い画像など）、明るさが小の画像（黒の画素が多い画像など）、明る
さが中の画像（中間調の画像など）というように３つの範囲に分け、各範囲について実効
電圧が既定値となった時の電圧差ＡＣ（図１０のＡＣ１～ＡＣ３）を測定し、各画像と測
定した電圧差ＡＣとを対応付けたＬＵＴ（Look Up Table）５２Ａを記憶している。制御
回路５２は、求めた電圧ＤＣから表示画像を特定し、特定した画像に対応付けられている
電圧差をＬＵＴ５２Ａから取得する。制御回路５２は、ＬＵＴ５２Ａから取得した電圧差
を閾値とし、信号S12から求めた電圧差ＡＣが閾値以上となると、電圧差ＡＣが小さくな
るように対向電極１０８に印加する電圧LCcomを制御する。
　なお、この閾値は、使用者が表示パネル１０を見た時にフリッカーとして認識されない
値に設定されている。また、本実施形態においては、画像の明るさを判断する基準として
予め電圧ＤＣ１と電圧ＤＣ２を定め（但し、電圧ＤＣ１＜電圧ＤＣ２）、電圧ＤＣ＜電圧
ＤＣ１である場合には明るさが小と判断し、電圧ＤＣ１≦電圧ＤＣ＜電圧ＤＣ２である場
合には明るさが中であると判断し、電圧ＤＣ２≦電圧ＤＣである場合には明るさが大であ
ると判断する。また、ＬＵＴ５２Ａから得られる各閾値は、明るさが小の場合（電圧ＤＣ
＜電圧ＤＣ１の場合）には電圧差ＡＣ１であり、明るさが中の場合（電圧ＤＣ１≦電圧Ｄ
Ｃ＜電圧ＤＣ２の場合）には電圧差ＡＣ３であり、明るさが大の場合（電圧ＤＣ２≦電圧
ＤＣの場合）には電圧差ＡＣ２である。電圧差ＡＣの大小関係は、図１０に示したように
、電圧差ＡＣ３＞電圧差ＡＣ２＞電圧差ＡＣ１であるため、閾値の大小関係は、明るさが
中の場合が最も大きく、明るさが小の場合が最も小さく、明るさが大の場合には、電圧Ｄ
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Ｃが中の場合と電圧ＤＣが低の場合との間となる。
【００５０】
　次に、制御回路５２が電圧LCcomを制御する時の動作について説明する。図１２は、制
御回路５２が行う処理の流れを示したフローチャートである。制御回路５２は、表示パネ
ル１０の駆動を開始するとスタートパルスDybの出力タイミングを指定するためにレジス
ターに「０」を格納する。また、制御回路は、対向電極１０８の駆動開始時の電圧として
、対向電極１０８の電圧を予め定めた電圧LCcomにする。次に、電気光学装置１において
は、外部上位装置から同期信号Vsyncと表示データVideoが処理回路５０に供給されると、
データ信号Vidが表示パネル１０に供給される。また、制御回路５２は、供給された同期
信号Vsyncに応じて表示パネル１０を駆動する。ここで、制御回路５２は、レジスターに
格納されている値が「０」であるため、スタートパルスDybをタイミングＴで出力する。
【００５１】
　表示パネル１０が駆動されると、光センサー７１により表示パネル１０の明るさが測定
され、信号S1がコンデンサー７２とＡ／Ｄ変換回路７３へ供給される。コンデンサー７２
からは、信号S1の直流成分をカットした信号S2がＡ／Ｄ変換回路７３へ供給される。Ａ／
Ｄ変換回路７３は、供給された信号S1を信号S11に変換し、信号S11を制御回路５２へ供給
する。またＡ／Ｄ変換回路７３は、供給された信号S2を信号S12に変換し、信号S12を制御
回路５２へ供給する。
【００５２】
　制御回路５２は、信号S11と信号S12を取得する（ステップＳＡ１）。制御回路５２は、
信号S11と信号S12を取得すると、電圧ＤＣと電圧差ＡＣを求める（ステップＳＡ２）。具
体的には、制御回路５２は、スタートパルスDyを契機にして予め定められたｎフレームの
間に供給された信号S11が表す電圧値の平均値を求め、求めた平均値を表示パネル１０の
明るさを表す電圧ＤＣとする。また、制御回路５２は、スタートパルスDyを契機にして予
め定められたｎフレームの間に供給された信号S12の最大値と最小値から電圧差ＡＣを求
める。
【００５３】
　制御回路５２は、求めた電圧ＤＣから表示されている画像が、明るさが大の画像（白の
画素が多い画像など）、明るさが小の画像（黒の画素が多い画像など）、明るさが中の画
像（中間調の画像など）のいずれであるか特定し、特定した画像に対応付けられている電
圧差ＡＣをＬＵＴ５２Ａから取得して閾値とする（ステップＳＡ３）。制御回路５２は、
ＬＵＴ５２Ａから取得した閾値と求めた電圧差ＡＣを比較し、電圧差ＡＣが閾値以上であ
るか判断する。ここで、求めた電圧差ＡＣが閾値未満である場合には（ステップＳＡ４で
ＮＯ）、処理の流れをステップＳＡ１に戻す。なお、制御回路５２は、一定時間経過（例
えば、数秒～数分）してから処理の流れをステップＳＡ１に戻すようにしてもよい。
【００５４】
　一方、求めた電圧差ＡＣが閾値以上であった場合（ステップＳＡ４でＹＥＳ）、実効電
圧の差が小さくなるように、制御回路５２は、対向電極１０８に印加する電圧を増加させ
る（ステップＳＡ５）。例えば、電圧差ＡＣが閾値となった時の負極性電圧印加時の実効
電圧と正極性電圧印加時の実効電圧との差が５０ｍＶである場合、５０ｍＶを対向電極１
０８に印加されている電圧LCcomにプラスする。
【００５５】
　ここで、正極性電圧印加時の実効電圧が負極性電圧印加時の実効電圧より大きい場合に
は、正極性電圧印加時の実効電圧と負極性電圧印加時の実効電圧の差が小さくなり、電圧
差ＡＣは、閾値以下となる。一方、正極性電圧印加時の実効電圧が負極性電圧印加時の実
効電圧より小さい場合には、正極性電圧印加時の実効電圧と負極性電圧印加時の実効電圧
の差がさらに大きくなり、電圧差ＡＣは、さらに大きくなる。
【００５６】
　次に制御回路５２は、信号S11と信号S12を取得する（ステップＳＡ６）。制御回路５２
は、信号S11と信号S12を取得すると、ステップＳＡ２と同様に電圧ＤＣと電圧差ＡＣを求
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める（ステップＳＡ７）。また、制御回路５２は、ステップＳＡ３と同様に閾値を取得す
る（ステップＳＡ８）。制御回路５２は、ＬＵＴ５２Ａから取得した閾値と求めた電圧差
ＡＣを比較し、電圧差ＡＣが閾値以上であるか判断する。ここで、求めた電圧差ＡＣが閾
値未満である場合には（ステップＳＡ９でＮＯ）、処理の流れをステップＳＡ１に戻す。
なお、制御回路５２は、ここでも一定時間経過（例えば、数秒～数分）してから処理の流
れをステップＳＡ１に戻すようにしてもよい。
【００５７】
　一方、求めた電圧差が閾値以上であった場合（ステップＳＡ９でＹＥＳ）、つまり、ス
テップＳＡ４でＹＥＳと判断した時点において正極性電圧印加時の実効電圧が負極性電圧
印加時の実効電圧より小さく、ステップＳＡ４で対向電極１０８の電圧を増加した結果、
電圧差ＡＣが増えた場合、制御回路５２は、対向電極１０８に印加されている電圧を減少
させる（ステップＳＡ１０）。例えば、電圧差ＡＣが閾値となった時の負極性電圧印加時
の実効電圧と正極性電圧印加時の実効電圧との差が５０ｍＶである場合、１００ｍＶを対
向電極１０８に印加されている電圧LCcomからマイナスする。ここで、正極性電圧印加時
の実効電圧と負極性電圧印加時の実効電圧の差が小さくなり、電圧差ＡＣは、閾値以下と
なる。制御回路５２は、ステップＳＡ９の処理を終えると、処理の流れをステップＳＡ１
に戻す。
【００５８】
　本実施形態によれば、液晶に直流成分が印加されることにより正極性の電圧を印加した
時と負極性の電圧を印加した時とで実効電圧に差が生じても、実効電圧の差が少なくなる
ように対向電極１０８の電圧LCcomが制御されるので、フリッカーの発生を抑えることが
できる。また、本実施形態においては、画素に光センサーを設けず、表示パネル１０の明
るさを検知する光センサー７１で実効電圧に差が生じているか判断できるため、画素に光
センサーを設け、調整用の画面を表示する構成と比較すると、簡易な構成でフリッカーの
発生を抑えることが可能となっている。
【００５９】
［第２実施形態］
　次に、本発明の第２実施形態に係る電気光学装置１について説明する。第２実施形態に
係る電気光学装置１は、ハードウェア構成については第１実施形態と同じである。第２実
施形態に係る電気光学装置１が第１実施形態に係る電気光学装置１と相違する点は、制御
回路５２が行う処理が異なる点にある。したがって、以下においては、この相違点を中心
に説明する。
【００６０】
　第１実施形態においては、対向電極１０８に印加する電圧LCcomを制御することにより
、実効電圧の差が小さくしているが、本実施形態においては、電圧LCcomの制御に加えて
スタートパルスDybのタイミングも制御することにより、実効電圧の差が小さくする。制
御回路５２は、スタートパルスDybのタイミングを制御するため、スタートパルスDybの出
力タイミングを指定するための設定値として、予め定められた第１設定値と第２設定値を
記憶している。なお、本実施形態においては、第１設定値は、マイナスの整数の値であり
、第２設定値は、プラスの整数の値である。制御回路５２は、レジスターに格納された値
に応じてスタートパルスDybの出力タイミングを変更する。以下、スタートパルスDybの出
力タイミングについて説明する。
　なお、スタートパルスDybの出力タイミングを指定するための設定値である第２設定値
は、図８に示した第２設定値であり、（１）と（２）のパネルの両方について、一定時間
経過後にフリッカーを最小にするには、電圧LCcomを減らす必要が生じる値である。また
、スタートパルスDybの出力タイミングを指定するための設定値である第１設定値は、図
８に示した第１設定値であり、（１）と（２）のパネルの両方について、一定時間経過後
にフリッカーを最小にするには、電圧LCcomを増やす必要が生じる値である。
【００６１】
　本実施形態では、実効電圧の差を小さくするために、レジスターに格納された設定値の
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値に応じてスタートパルスDybのタイミングを変更し、正極性電圧の印加時間と負極性電
圧の印加時間との比を制御することにより、液晶容量１２０への直流成分の印加を制御す
る。例えば、レジスターに格納された値が「－１」である場合、制御回路５２は、図１３
に示されるように、スタートパルスDybを、タイミングＴよりもクロック信号Clyの１周期
分だけ早いタイミングＴ(-1)に変更して出力する。すると、第１フィールドの期間はクロ
ック信号Clyの２３９周期分となるのに対し、第２フィールドの期間はクロック信号Clyの
２４１周期分となる。これにより、図１４に示されるように、スタートパルスDybの供給
を契機とする選択により書き込まれる負極性電圧の保持期間は、スタートパルスDyaの供
給を契機とする選択により書き込まれる正極性電圧の保持期間よりも長くなる。したがっ
て、画素においては、負極性電圧で保持された電圧実効値が高められ、正極性電圧で保持
された電圧実効値が低められる。
【００６２】
　負極性電圧で保持された電圧実効値が正極性電圧で保持された電圧実効値より高くなる
と、画素は、負極性電圧を保持した時に明るくなり、正極性電圧を保持した時の暗くなる
方向に変化する。なお、レジスターに格納した値が「－２」であれば、制御回路５２は、
スタートパルスDybを、タイミングＴよりもクロック信号Clyの２周期分だけ早いタイミン
グに変更して出力する。すると、画素は、レジスターに格納した値が「－１」の場合より
、負極性電圧で保持された電圧実効値がさらに高められ、正極性電圧で保持された電圧実
効値がさらに低められる。
【００６３】
　一方、レジスターに格納した値が「＋１」である場合、制御回路５２は、図１５に示さ
れるように、スタートパルスDybを、タイミングＴよりもクロック信号Clyの１周期分だけ
遅いタイミングＴ(+1)に変更して出力する。すると、第１フィールドの期間はクロック信
号Clyの２４１周期分となるのに対し、第２フィールドの期間はクロック信号Clyの２３９
周期分となる。これにより、図１６に示されるように、スタートパルスDybの供給を契機
とする選択により書き込まれる負極性電圧の保持期間は、スタートパルスDyaの供給を契
機とする選択により書き込まれる正極性電圧の保持期間よりも短くなる。したがって、画
素においては、正極性電圧で保持された電圧実効値が高められ、負極性電圧で保持された
電圧実効値が低められる。
【００６４】
　正極性電圧で保持された電圧実効値が負極性電圧で保持された電圧実効値より高くなる
と、画素は、正極性電圧を保持した時に明るくなり、負極性電圧を保持した時に暗くなる
方向に変化する。なお、レジスターに格納した値が「＋２」であれば、制御回路５２は、
スタートパルスDybを、タイミングＴよりもクロック信号Clyの２周期分だけ遅いタイミン
グに変更して出力する。すると、画素は、レジスターに格納した値が「＋１」の場合より
、正極性で保持された電圧実効値がさらに高められ、負極性で保持された電圧実効値がさ
らに低められる。
【００６５】
　次に、第２実施形態に係わる制御回路５２が行う処理の流れについて、図１７に示した
フローチャートを用いて説明する。なお、本実施形態に係る制御回路５２においては、表
示パネル１０の駆動を開始してからステップＳＡ９までの処理は、第１実施形態と同じで
あるため、その説明を省略する。
【００６６】
　制御回路５２は、ステップＳＡ９でＮＯと判断すると、正極性電圧の印加時間を増加さ
せる（ステップＳＡ１２）。具体的には、第２設定値をレジスターに格納する。第２設定
値がレジスターに格納されると、スタートパルスDybの出力タイミングがタイミングＴよ
り遅くなり、正極性電圧の印加時間が長くなり、負極性電圧の印加時間が短くなる。
　一方、ステップＳＡ９でＹＥＳと判断すると、制御回路５２は、対向電極１０８に印加
されている電圧を減少させる（ステップＳＡ１０）。また、制御回路５２は、負極性電圧
の印加時間を増加させる。具体的には、第１設定値をレジスターに格納する。第１設定値
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がレジスターに格納されると、スタートパルスDybの出力タイミングがタイミングＴより
早くなり、負極性電圧の印加時間が長くなり、正極性電圧の印加時間が長くなる。
【００６７】
　本実施形態によれば、液晶に直流成分が印加されることにより正極性の電圧を印加した
時と負極性の電圧を印加した時とで実効電圧に差が生じても、実効電圧の差が少なくなる
ように対向電極１０８の電圧LCcomと、正極性電圧の印加時間および負極性電圧の印加時
間とが制御されるので、フリッカーの発生を抑えることができる。また、本実施形態にお
いても、画素に光センサーを設けず、表示パネル１０の明るさを検知する光センサー７１
で実効電圧に差が生じているか判断できるため、画素に光センサーを設け、調整用の画面
を表示する構成と比較すると、簡易な構成でフリッカーの発生を抑えることが可能となっ
ている。
【００６８】
［第３実施形態］
　次に、本発明の第３実施形態に係る電気光学装置１について説明する。第３実施形態に
係る電気光学装置１は、ハードウェア構成については第１実施形態と同じである。第３実
施形態に係る電気光学装置１が第１実施形態および第２実施形態に係る電気光学装置１と
相違する点は、制御回路５２が行う処理が異なる点にある。したがって、以下においては
、この相違点を中心に説明する。
【００６９】
　図１８は、第３実施形態に係る制御回路５２が行う処理の流れを示したフローチャート
である。なお、本実施形態に係る制御回路５２においては、表示パネル１０の駆動を開始
してからステップＳＢ４までの処理は、第１実施形態において駆動を開始してからステッ
プＳＡ４までの処理と同じであるため、その説明を省略する。
【００７０】
　制御回路５２は、ステップＳＢ４でＮＯと判断すると、レジスターに格納されている値
が第１設定値であるか判断する。制御回路５２は、レジスターに格納されている値が第１
設定値ではない場合（ステップＳＢ５でＮＯ）、レジスターに第１設定値を格納する（ス
テップＳＢ７）。一方、ステップＳＢ４でＹＥＳと判断すると、制御回路５２は、第２設
定値をレジスターに格納する。
【００７１】
　本実施形態においては対向電極１０８の電圧LCcomは制御されないが、正極性電圧の印
加時間および負極性電圧の印加時間とが制御されることにより、正極性電圧を印加した時
の実効電圧と負極性電圧を印加したときの実効電圧との差が制御されるので、フリッカー
の発生を抑えることができる。また、本実施形態においても、画素に光センサーを設けず
、表示パネル１０の明るさを検知する光センサー７１で実効電圧に差が生じているか判断
できるため、画素に光センサーを設け、調整用の画面を表示する構成と比較すると、簡易
な構成でフリッカーの発生を抑えることが可能となっている。
【００７２】
［第４実施形態］
　次に、本発明の第４実施形態に係る電気光学装置１について説明する。第４実施形態に
係る電気光学装置１は、ハードウェア構成については第１実施形態と同じである。第４実
施形態に係る電気光学装置１が第１実施形態乃至第３実施形態に係る電気光学装置１と相
違する点は、制御回路５２が行う処理が異なる点にある。したがって、以下においては、
この相違点を中心に説明する。
【００７３】
　上述した実施形態においては、電圧ＤＣから表示パネル１０に表示されている画像を特
定している。例えば、画面の半分が黒、残りの半分が白という画像の場合、電圧ＤＣによ
る特定では、明るさが中の画像と特定される。この場合、上述した実施形態においては、
閾値は図１０に示したＡＣ３になる。しかしながら、実効電圧の差が既定値に達した場合
、画面においては白の画素と黒の画素のみであるため、電圧差ＡＣは閾値まで大きくなら
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ず図１０に示したＡＣ３未満となる。この場合、実効電圧の差が既定値に達しているにも
係わらず、電圧差ＡＣは閾値のＡＣ３に達しないため、実効電圧の差を小さくする制御が
行われないこととなる。
【００７４】
　そこで本実施形態においては、電圧ＤＣだけでなく電圧差ＡＣも用いて表示パネル１０
に表示されている画像を特定する。例えば、電圧ＤＣが、明るさが中の画像を表す電圧で
ある場合、電圧差ＡＣが図１０に示したＡＣ３未満であり且つＡＣ２以上である場合には
、表示している画像は、明るさが大の画像であると判断する。この場合、閾値はＡＣ２に
なる。また、電圧差ＡＣが図１０に示したＡＣ２未満である場合には、表示している画像
は、明るさが小の画像であると判断する。この場合、閾値はＡＣ１になる。
【００７５】
　なお、白の画素と黒の画素が混在する画像の場合、電圧ＤＣ＝画素が白の領域の割合と
考えられるため、閾値＝（電圧ＤＣ／画素が全て白の場合の電圧ＤＣ）×全画素が白で実
効電圧の差が既定値に達した時の電圧差ＡＣ、としてもよい。
【００７６】
［電子機器］
　次に、上述した実施形態に係る電気光学装置を用いた電子機器の例について説明する。
図１９は、上述した電気光学装置１の表示パネル１０をライトバルブとして用いた３板式
プロジェクターの構成を示す平面図である。このプロジェクター２１００において、ライ
トバルブに入射させるための光は、内部に配置された３枚のミラー２１０６および２枚の
ダイクロイックミラー２１０８によってＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の３原色に分離さ
れて、各原色に対応するライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂにそれぞれ導か
れる。なお、Ｂ色の光は、他のＲ色やＧ色と比較すると、光路が長いので、その損失を防
ぐために、入射レンズ２１２２、リレーレンズ２１２３および出射レンズ２１２４からな
るリレーレンズ系２１２１を介して導かれる。
【００７７】
　ここで、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂの構成は、上述した実施形態
における表示パネル１０と同様であり、外部上位装置（図示省略）から供給されるＲ、Ｇ
、Ｂの各色に対応する画像データでそれぞれ駆動されるものである。ライトバルブ１００
Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂによってそれぞれ変調された光は、ダイクロイックプリズム２１
１２に３方向から入射する。そして、このダイクロイックプリズム２１１２において、Ｒ
色およびＢ色の光は９０度に屈折する一方、Ｇ色の光は直進する。したがって、各色の画
像が合成された後、レンズユニット２１１４によって正転拡大投影されるので、スクリー
ン２１２０には、カラー画像が表示されることとなる。
【００７８】
　なお、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂの透過像は、ダイクロイックプリズム２１１２
により反射した後に投射されるのに対し、ライトバルブ１００Ｇの透過像はそのまま投射
されるので、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂにより形成される画像と、ライトバルブ１
００Ｇにより形成される画像とは左右反転の関係にある。
【００７９】
　また、光センサー７１Ｒ、７１Ｇおよび７１Ｂの構成は、上述した実施形態における光
センサー７１と同様である。なお、光センサー７１Ｒは、Ｒの光に感度があるセンサーで
ある。また、光センサー７１Ｇは、Ｇの光に感度があるセンサーであり、光センサー７１
Ｂは、Ｂの光に感度があるセンサーである。光センサー７１Ｒ、７１Ｇおよび７１Ｂは、
ダイクロイックプリズム２１１２に配置されており、光センサー７１Ｒは、ダイクロイッ
クプリズム２１１２からのＲの漏れ光を検知する。また、光センサー７１Ｇは、ダイクロ
イックプリズム２１１２からのＧの漏れ光を検知し、光センサー７１Ｂは、ダイクロイッ
クプリズム２１１２からのＢの漏れ光を検知する。
　光センサー７１Ｒから出力される信号S1は、ライトバルブ１００Ｒを具備した電気光学
装置１が備えるコンデンサー７２とＡ／Ｄ変換回路７３へ供給される。また、光センサー
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７１Ｇから出力される信号S1は、ライトバルブ１００Ｇを具備した電気光学装置１が備え
るコンデンサー７２とＡ／Ｄ変換回路７３へ供給され、光センサー７１Ｂから出力される
信号S1は、ライトバルブ１００Ｂを具備した電気光学装置１が備えるコンデンサー７２と
Ａ／Ｄ変換回路７３へ供給される。
【００８０】
　また、電子機器としては、図１９を参照して説明した他にも、リアプロジェクション型
のテレビジョンや、直視型、例えば携帯電話や、パーソナルコンピュータ、ビデオカメラ
のモニタ、カーナビゲーション装置、ページャ、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワ
ークステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、ディジタルスチルカメラ、タッチパネルを
備えた機器等などが挙げられる。そして、これらの各種の電子機器に対して、本発明に係
る電気光学装置が適用可能なのは言うまでもない。
【００８１】
［変形例］
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に限定される
ことなく、他の様々な形態で実施可能である。例えば、上述の実施形態を以下のように変
形して本発明を実施してもよい。なお、上述した実施形態および以下の変形例は、各々を
組み合わせてもよい。
【００８２】
　上述した各実施形態では、電圧無印加状態において白色を表示するノーマリーホワイト
モードとしたが、電圧無印加状態において黒色を表示するノーマリーブラックモードとし
ても良い。
【００８３】
　上述した実施形態においては、信号S1の直流成分をコンデンサー７２でカットして電圧
差ＡＣを求めているが、コンデンサー７２を用いずに信号S1から電圧差ＡＣを求めるよう
にしてもよい。
　また、上述した実施形態においては、コンデンサー７２で信号S1の直流成分をカットし
ているが、ハイパスフィルターで信号S1の直流成分をカットする構成としてもよい。
【００８４】
　上述した実施形態においては、表示パネル１０の明るさを３段階に分け、各段階で電圧
差ＡＣの閾値を定めているが、４段階以上に分けて各段階で電圧差ＡＣの閾値を定めるよ
うにしてもよい。
【符号の説明】
【００８５】
１…電気光学装置、１０…表示パネル、５０…処理回路、５２…制御回路、５２Ａ…ＬＵ
Ｔ、５４…表示データ処理回路、５６…Ｄ／Ａ変換回路、７０…検出回路、７１、７１Ｒ
、７１Ｇ、７１Ｂ…光センサー、７２…コンデンサー、７３…Ａ／Ｄ変換回路、１００Ｒ
、１００Ｇ、１００Ｂ…ライトバルブ、１００…表示領域、１０５…液晶、１０７…容量
線、１０８…対向電極、１０９…蓄積容量、１１０…画素、１１２…走査線、１１４…デ
ータ線、１１６…ＴＦＴ、１１８…画素電極、１２０…液晶容量、１３０…走査線駆動回
路、１４０…データ線駆動回路、１４２…サンプリング信号出力回路、１４６…ＴＦＴ、
２１００…プロジェクター、２１０６…ミラー、２１０８…ダイクロイックミラー、２１
１２…ダイクロイックプリズム、２１１４…レンズユニット、２１２０…スクリーン、２
１２１…リレーレンズ系、２１２２…入射レンズ、２１２３…リレーレンズ、２１２４…
出射レンズ
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